







































 一番古いところで紀元前 5000 年です。紀元前 5000 年ということは，今から 7000 年前と

































































































































































































































































































































































































































































































































































全部で 30 ほどの根株があったということになります。 
 これは浙江省文物考古研究所の発掘調査が始まって間もないころに見つかったものでし
て，その発掘担当者の孫国平さんという方が，これは大変珍しいものだということで，根
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株をちゃんと取っておいてくれたのです。これは言うまでもなく人間が使う器物として作
られたものではありませんので，普通そういうものは捨てられたりするのですが，孫さん
はそれをちゃんと取っておいてくれて，水漬けの状態で水槽に入っていたのです。 
 そして，われわれが調査を始めるようになって，それを目にする機会がありました。そ
れはどういうものかと孫さんに聞いたら，今言ったような状況であると言うわけです。私
が気になったのは，それが遺跡の集落の中の地面に生えていたという点で，鈴木三男先生
は「根っこというのは同定が難しいので後回しにしようよ」とおっしゃったけれども，も
しかしたらすごく大きな発見になるかもしれないと思い，「例えばお茶やクワの木ではない
かと思っているので，ぜひお願いします」ということで，鈴木三男先生に同定をお願いし
たのです。 
 30 株全部の同定を行ったわけではありません。そのうち５点の樹種同定を行いましたが，
すべてツバキ属の樹木であるということが分かりました。ツバキ属にはヤマツバキやサザ
ンカ，チャノキなど，複数の種が含まれ，その種が具体的に何の種であるかまでは，顕微
鏡を用いた形態学的な観察からは分からないと鈴木先生はおっしゃいます。ただし，われ
われは出土の状況から判断して，チャノキの可能性が高いと思っています。というのは，
穴を掘って埋められたような状態で見つかったということ，かつ，そういうものは２カ所
の穴以外に同じ面では全く見つかっていないのです。つまり，その当時地面に生えていた
だろう木というのが，ほかには全くないのです。これはほかの所に生えていた樹木を移植
したということを強く示唆しています。 
 では具体的に何の種かというと，ツバキの仲間というのはツバキ油が採れますので，油
糧作物としても作られています。ですから油という可能性もあるわけです。実は油を採る
お茶というのも中国にはありますので，そういうものである可能性もありますが，それは
いずれも喬木，比較的背の高い木になります。ところが，これは植えられている間隔から
見ましても，あるいは幹の太さから見ましても，恐らく灌木なのです。灌木ということに
なりますと，やはりチャノキの可能性が一番高いということになります。 
 ただ，これは決定的ではありませんので，さらに何らかの方法で傍証を得たいと思って
います。具体的には，例えばこの木からＤＮＡが採れ，かつチャノキのゲノムのデータベ
ースが出来上がっていれば，これがチャノキであるということが分かる可能性もあろうか
と考えており，今，鈴木先生と新たな方法を摸索しているという段階です。 
 もう少しお話ししたいこともありましたが，マスコミに取り上げていただいたイチョウ
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とお茶で，私の話を締めくくりたいと思います。ありがとうございました。 
 
質疑応答 
 
（質問者１） 丸木舟の櫂が出ているということで，丸木舟そのもの，柱穴の中に埋めら
れた礎板でわりと反っているものもあるので，例えば礎板に転用されているものがあるの
かないのか，意外とそこで丸木舟の一部が使われていないのか，そういう検証もまたされ
たらと思います。 
 また，現在発掘済みの面積とか，それが遺跡全体の何割で，かつある程度見えてくるも
の，同時期に何軒で何人ほどの人が住んでいたのかということがもし分かれば，教えてい
ただきたいと思います。 
 
（中村） まず，丸木舟本体は出てきていないけれども，それが転用されて，例えば礎板
として使われていることはないかというご指摘だと思います。確かに少し反っているよう
に見えるものもありますが，明らかに舟の一部だと認識できるような状況のものは，今の
ところ礎板の中，あるいは礎板以外の他の木材の中にはありません。今後そういうものが
見つかってくる可能性は十分あるかと思いますが，今のところはそういう状況です。 
 また，先ほど遺跡全体は３万平米と申し上げましたが，これも概数でして，今掘ってい
るのは，それこそ数パーセント，１けたの範囲ですので，まだまだ分からないことがたく
さんあります。先ほど高床式住居と申し上げましたが，これは河姆渡文化の場合にはロン
グハウスになるというのが特徴です。いわゆる長屋式の建物で，壁と壁を接して，隣のう
ち同士がつながっているのです。そうすると１辺が数十メートルという長さになります。
田螺山遺跡の発掘の中では，そのうちの一部，ある建物の角までは出てくるけれども，そ
れがどちらの方向にどれだけ伸びているかはまだ分からないというような状況ですので，
これは発掘区を広げていかないと何とも言えません。そのようにしてどんどん広げていき，
同時期に何棟の建物が建っていて，それが何軒分の家であるということが分かってきます
と，一時期に何人ぐらい住んでいたのかという推測も可能になろうかと思います。 
 
（質問者２） チャノキのことについて教えていただきたいのですが，先ほどの先生のお
話の中で，集落の中で使っていくというお話だったと思うのですが，中期の集落の時期に
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は，貯蔵穴は集落の周囲にあるとおっしゃっていましたが，そのような感じで，集落のど
のような位置にあるのかということもある程度分かっているのでしょうか。 
 
（中村） 今回の発掘区の中では集落の外れの部分が出てきており，中央部が発掘区の外
にあるというのは間違いありません。先ほど縁辺部に貯蔵穴があるというようなお話をし
ましたが，それは集落の縁辺が弧状に，ほぼ丸くなっており，それを取り囲むように 20
基見つかっているのですが，チャノキというのは５層上面に掘り込まれた建物の柱のすぐ
近くにあり，かつ２棟の建物の間にあるということは分かっています。ですから高床式の
建物のすぐ近くに植えてあったということは言えるかと思いますし，むしろ貯蔵穴よりも
生活の場に近い所にあったと言えるかと思います。 
 
（質問者３） 日本の縄文時代と対比できるようになっている点が非常に有意義だと思っ
たのですが，縄文時代の偉い先生が来ているので，何か一言聞かせてもらえませんか。 
 
（中村） 山本先生，いかがですか。 
 
（山本） 名古屋大学の山本と申します。田螺山遺跡が営まれた時期といいますのは，石
川県でいいますと能都町の真脇遺跡や七尾市の三引遺跡と同じ時期になります。ただ，三
引遺跡も真脇遺跡もごく一部しか調査されていませんので，実態が明らかになっていると
は言い難い部分があり，なかなかその実態も申し上げにくいところがあるのですが，今回
の中村先生の共同調査で，真脇遺跡，三引遺跡などと田螺山遺跡は同じ時期になりますの
で，比較研究ができるということで非常に重要な調査ではなかったかと考えています。 
 ただ，真脇遺跡や三引遺跡はまだ狩猟採集を行っているような時期でして，そういった
ときに田螺山遺跡などではイネを栽培していたということで，その辺の違いはどういうと
ころで現れるのか，今後研究していきたいと考えています。 
 
（中村） ありがとうございます。 
 
（質問者３） クワというものが出ましたが，例えばお茶室の炉口などでは現在でもクワ
は非常に尊重されています。そういう点では，ものすごく広くお茶の文化ということを考
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えると，クワが割合多く出るということも。余談ですが。 
 
（中村） ありがとうございます。 
 
（質問者４） 人骨が出土していましたが，土坑の大きさはどのぐらいなのでしょうか。
それから今，写真で見た感じでは伸展葬だったような感じですが，屈葬などはなかったの
でしょうか。 
 
（中村） 一つは，人が死んですぐに埋めたと考えられるものがあります。それは屈葬の
ようにして埋められています。ですから土坑は非常に小さく，体の大きさとほとんど同じ
ぐらいの穴しか掘っていません。 
 もう一つ，二次葬があり，骨は大体そろっているけれども，本来の位置関係にない，例
えば四肢骨だけを組み合わせて入れているような穴もあります。実はこの時期のお墓の作
り方というか，葬法というのは結構複雑でして，ほかに甕棺葬と言って土器の中に入れる
ものもありますので，なぜそういう違いが起こるのかというのは，これからの検討課題と
考えています。 
